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５
月
２０
日
（
日
）
に
市
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
揖
斐
川
町
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
は
２７
チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
は
１７
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
連
日
連
夜
の

厳
し
い
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
、
操
法
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》

優

勝

揖
斐
分
団
第
１
班

準
優
勝

小
島
分
団
第
２
班

３

位

北
方
分
団
第
３
班

４

位

小
島
分
団
第
３
班

５

位

大
深
分
団
第
２
班

６

位

小
島
分
団
第
４
班

７

位

小
津
分
団

８

位

大
和
分
団
第
４
班

揖揖
斐斐
川川
町町
消消
防防
操操
法法
大大
会会

〜〜
火火
災災
時時
にに
迅迅
速速
かか
つつ
的的
確確
にに
対対
応応
すす
るる
たた
めめ
にに
〜〜

揖
斐
分
団
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

《
ポ
ン
プ
車
の
部
》

優

勝

揖
斐
分
団
第
１
班

準
優
勝

徳
積
分
団
第
１
班

３

位

大
和
分
団

４

位

永
分
団
第
１
班

５

位

永
分
団
第
２
班

６

位

小
島
分
団
第
１
班

道
の
駅
「
星
の
ふ
る
里
ふ
じ
は
し
」
に
隣

接
し
て
４
月
２８
日
（
土
）
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、

い
び
川
温
泉
の
入
場
者
が
、５
月
１６
日（
水
）

１
万
人
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
、
温
泉
前
で
は
１
万
人
の
達
成
を
祝

し
て
、
く
す
だ
ま
開
き
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

１
万
人
目
の
入
場
者
の
野
原
正
博
さ
ん
（
極

楽
寺
）
と
そ
の
前
後
に
入
場
さ
れ
た
関
英
夫

さ
ん
（
谷
汲
徳
積
）、白
木
洋
子
さ
ん
（
大
垣

市
）
の
３
名
に
、
宗
宮
町
長
よ
り
記
念
品
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

祝祝
１１
万万
人人
！！

いい
びび
川川
温温
泉泉
藤藤
橋橋
のの
湯湯

▲開始の合図を待つ出場団員たち

くすだま開きの模様

▲標的を狙い放水中の様子

▲ポンプ車の部優勝 揖斐分団第１班

▲小型ポンプの部優勝 揖斐分団第１班
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５
月
１３
日
（
日
）、揖
斐
川
町
日
坂
の
揖
斐

高
原
貝
月
リ
ゾ
ー
ト
で
花
桃
フ
ェ
ス
タ
２
０

０
７
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

揖
斐
高
原
に
は
町
の
花
「
花
桃
」
が
約
千

本
植
栽
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
は
花

の
咲
く
時
期
に
合
わ
せ
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が

企
画
さ
れ
、
約
２
千
人
の
来
場
者
が
様
々
な

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
み
ま
し
た
。

大大
自自
然然
のの
なな
かか

花花
桃桃
フフ
ェェ
スス
タタ
２２
００
００
７７
開開
催催

５
月
２０
日
（
日
）、春
日
六
合
の
か
す
が
モ

リ
モ
リ
村
を
発
着
点
に
、
西
美
濃
て
く
て
く

ろ
ー
ど
「
せ
ら
ぴ
ー
か
す
が
ろ
ー
ど
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
町
内

外
か
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
し
、
新
緑
と
収

穫
真
っ
盛
り
の
新
茶
の
香
り
の
中
で
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

コ
ー
ス
の
途
中
で
新
緑
と
上
ヶ
流
茶
園
の

景
色
に
「
す
ば
ら
し
い
」
と
の
歓
声
を
上
げ

る
参
加
者
も
あ
り
、
春
日
の
魅
力
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
終
了
後
、
新
茶
の
試
飲
が

あ
り
、
香
り
の
よ
い
春
日
茶
を
楽
し
み
ま
し

た
。

新新
緑緑
とと
茶茶
園園
をを
巡巡
るる

ウウ
ォォ
ーー
キキ
ンン
ググ
開開
催催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
び
が
わ
ミ
ズ
み
ず
エ
コ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
と
す
る
町
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
漁
業
協
同
組
合
が
主
催
す
る
揖
斐
川
流
域

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
が
、
５
月
２７
日
（
日
）、揖

斐
川
の
本
流
・
支
流
（
揖
斐
川
・
谷
汲
・
久

瀬
・
坂
内
の
４
会
場
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
人
が

参
加
し
、
河
原
に
落
ち
て
い
る
ご
み
を
拾
い

ま
し
た
。

ま
た
、
鮎
の
放
流
も
合
わ
せ
て
行
わ
れ
、

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
「
元
気
に
育
っ
て

ほ
し
い
」
と
放
流
し
ま
し
た
。

きき
れれ
いい
なな
水水
をを
次次
のの
世世
代代
へへ

揖揖
斐斐
川川
流流
域域
クク
リリ
ーー
ンン
大大
作作
戦戦

６
月
１
日
（
金
）
か
ら
３
日
（
日
）
ま
で

の
３
日
間
、
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
で
、「
い

び
花
と
緑
の
祭
り
２
０
０
７
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

会
場
内
に
は
見
頃
を
迎
え
た
さ
つ
き
や
盆

栽
、
山
野
草
、
ひ
ょ
う
た
ん
、
古
木
、
押
し

花
な
ど
約
２
０
０
点
ほ
ど
の
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

駐
車
場
で
は
寄
せ
植
え
教
室
、
花
木
に
関

す
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
花
・
木
の
苗
の
無
料

配
布
そ
し
て
物
産
展
も
行
わ
れ
、
開
催
中
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
１
５
０
０
人
ほ
ど
の
人

が
来
場
さ
れ
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

いい
びび
花花
とと
緑緑
のの
祭祭
りり
２２
００
００
７７

大大
好好
評評
！！

▲ウォーキングを楽しむ参加者たち

▲多くの観客を魅了した花木

▲元気よく演奏する久瀬、藤橋、坂内の園児たち

▲熱心にごみを拾う参加者たち
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６
月
３
日
（
日
）、揖
斐
川
町
坂
内
と
福
井

県
境
に
あ
る
夜
叉
ヶ
池
（
標
高
１
１
０
０

メ
ー
ト
ル
）
が
山
開
き
し
ま
し
た
。
夜
叉
ヶ

池
登
山
口
で
、
安
全
祈
願
の
神
事
が
営
ま
れ

た
後
、
登
山
を
待
ち
か
ね
て
い
た
多
く
の
登

山
客
が
夜
叉
ヶ
池
を
目
指
し
、
山
道
を
一
歩

ず
つ
踏
み
し
め
な
が
ら
登
り
伝
説
の
池
の
神

秘
的
な
雰
囲
気
を
満
喫
し
ま
し
た
。

毎
年
、
登
山
道
近
く
所
々
に
雪
が
残
っ
て

い
ま
す
が
、
今
年
は
暖
冬
の
影
響
で
残
雪
の

な
い
珍
し
い
山
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

登
山
道
か
ら
夜
叉
ヶ
池
ま
で
は
、
片
道
３

キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
す
が
登
山
さ
れ
る
際
に
は
、

体
調
を
十
分
整
え
自
分
に
あ
っ
た
登
山
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
登
山
の
問
合
せ
に
つ
い
て
は
、
坂
内
振
興

事
務
所
基
盤
整
備
課
℡
５
３
‐
２
１
１
１

夜夜
叉叉
ヶヶ
池池
がが
山山
開開
きき

こ
の
ほ
ど
杉
田
藤
一
さ
ん
（
揖
斐
川
町
市

場
）
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
宗
宮
町
長

よ
り
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

杉
田
さ
ん
は
、
昭
和
１３
年
か
ら
昭
和
５４
年

ま
で
教
員
と
し
て
勤
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
池

田
町
社
会
教
育
指
導
員
や
揖
斐
郡
青
年
の
家

主
事
な
ど
、
４０
年
以
上
の
永
き
に
わ
た
り
教

育
の
推
進
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

晴
れ
の
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
多
年
の
功
労
に
感
謝
し
、
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

叙叙
勲勲
受受
章章

おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

こ
の
度
、
２
名
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を
受

け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
受
け
ら
れ
た
方
は
次
の
方
々
で

す
。加

納

�
づ
ゑ
さ
ん
（
谷
汲
名
礼
）

５
月
４
日
（
金
）

９５
歳

中
村

吉
さ
ん
（
春
日
香
六
）

５
月
２２
日
（
火
）

９５
歳

中
村
さ
ん
に
長
寿
の
秘
訣
を
お
伺
い
し
た

と
こ
ろ
、
「
好
き
な
畑
に
毎
日
行
く
事
」
だ

と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
加
納
さ
ん
、
中

村
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
し

て
く
だ
さ
い
。

ごご
長長
寿寿

おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

第
７
回
木
材
供
給
シ
ス
テ
ム
優
良
事
例
コ

ン
ク
ー
ル
で
、
い
び
が
わ
ラ
ン
バ
ー
テ
ッ
ク

協
同
組
合
が
、
日
本
木
材
総
合
情
報
セ
ン

タ
ー
奨
励
賞
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

い
び
が
わ
ラ
ン
バ
ー
テ
ッ
ク
協
同
組
合
は
、

乾
燥
組
合
を
核
と
し
た
地
域
材
利
用
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
す
す
め
て
お
り
、
今
回

そ
の
取
組
み
が
評
価
さ
れ
て
の
入
賞
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
今
後
は
、
乾
燥
技
術
の
向
上
、
割
れ

や
変
色
な
ど
を
抑
え
る
な
ど
、
更
な
る
品
質

の
向
上
と
信
頼
性
の
確
立
に
努
め
た
い
と
組

合
員
は
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

いい
びび
がが
わわ
ララ
ンン
ババ
ーー
テテ
ッッ
クク
がが

表表
彰彰
をを
受受
賞賞

▲登山道入口での神事の様子

▲加納さん

▼中村さん

▲杉田さん、おめでとうございます

▲おめでとうございます。
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町
内
の
国
・
県
・
町
指
定
文
化
財
３
０
８

件
を
紹
介
す
る
「
揖
斐
川
町
文
化
財
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

両
面
フ
ル
カ
ラ
ー
で
、
表
は
文
化
財
解
説
、

裏
は
町
全
域
図
に
主
な
文
化
財
や
民
俗
資
料

館
な
ど
の
位
置
を
示
し
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
揖
斐
川
町
は
文

化
財
の
宝
庫
で
す
。
こ
の
マ
ッ
プ
を
片
手
に
、

文
化
財
散
策
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。
な
お
、

マ
ッ
プ
は
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
、
役
場
、

各
振
興
事
務
所
、
図
書
館
な
ど
に
設
置
し
て

あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
教
育
委
員
会
文
化
課

℡
２
３
‐
０
１
１
５

揖揖
斐斐
川川
町町
文文
化化
財財

ガガ
イイ
ドド
ママ
ッッ
ププ
完完
成成
！！

谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
の
玄
関
脇
に
、
妊

婦
・
ベ
ビ
ー
カ
ー
使
用
者
の
た
め
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
（
１
台
分
）
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
３
月
に
公
布
さ
れ
た
「
安
心
し
て
子

ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
岐
阜
県

づ
く
り
条
例
」
を
受
け
て
、
町
ぐ
る
み
で
子

育
て
を
支
援
し
よ
う
と
整
備
し
た
も
の
で
す
。

サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
は
、
駐
車
場
か
ら
玄
関
、

そ
し
て
谷
汲
図
書
館
や
ホ
ー
ル
内
ま
で
、
段

差
が
な
く
フ
ラ
ッ
ト
な
つ
く
り
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
館
内
の
階
段
各
所
に
新
た
に

手
す
り
を
取
り
付
け
る
な
ど
、
来
館
者
に
や

さ
し
い
施
設
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「「
妊妊
婦婦
・・
乳乳
幼幼
児児
連連
れれ
駐駐
車車
場場
」」

をを
整整
備備
しし
まま
しし
たた
！！

谷
汲
大
洞
の
区
営
の
ゆ
り
園
が
、
６
月
５

日
（
火
）
に
開
園
し
ま
し
た
。

ゆ
り
園
は
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
と

大
洞
区
の
皆
さ
ん
の
手
づ
く
り
で
平
成
８
年

の
オ
ー
プ
ン
か
ら
毎
年
継
続
し
て
運
営
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

園
内
に
は
約
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
に
３０

万
球
以
上
の
ス
カ
シ
ユ
リ
系
、
オ
リ
エ
ン
タ

ル
系
な
ど
４０
品
種
以
上
の
ゆ
り
が
植
え
ら
れ
、

大
自
然
の
中
で
色
鮮
や
か
な
ゆ
り
が
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

開
園
期
間
は
、
７
月
１７
日
（
火
）
ま
で
。

谷谷
汲汲
ゆゆ
りり
園園

開開

園園
！！

平成１９年 夏の全国安全県民運動
実施期間 ７月１１日（水）～７月２０日（金）

スローガン：ゆずりあう心で夏の交通事故防止

▲新しく完成した町文化財ガイドマップ

▲たくさんのゆりが咲き並ぶ園内

【運動の重点】
○地域ぐるみで高齢者の交通事故を防止する
○自転車の安全な利用を推進する
○無謀運転による交通事故を追放する

▲５月に整備された駐車場（サンサンホール前）
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